
日
本
余
暇
学
会

の
研
究
誌
「
余
暇

学
研
究
」
の
第
14

号
が
三
月
に
刊
行

さ
れ
た
。
本
学
会

が
、
「
日
本
学
術

会
議
協
力
学
術
研

究
団
体
」
と
し
て

承
認
さ
れ
て
か
ら

三
号
め
と
な
る
。
本

号
に
は
、
論
文
四
編
、

「
特
集

余
暇
研
究

の
可
能
性
」
、
資
料
、

さ
ら
に
余
暇
学
会
大

会
の
基
調
講
演
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、

及
び
学
会
活
動
報
告
、

そ
の
他
が
掲
載
さ
れ
、

総
ペ
ー
ジ
数

83
ペ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

歌
川
光
一

会
員
の
「
明

治
後
期
・
大

正
前
期
婦
人

雑
誌
に
見
る
三
味
線

イ
メ
ー
ジ
の
変
容
」
、

江
頭
満
正
会
員
の

「
何
が
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
復
活
さ
せ
る

の
か
」
、
橋
爪
大
輝

会
員
の
「
余
暇
の
時

間
性
」
、
山
本
存
会

員
の
「
女
子
大
生
の

お
し
ゃ
れ
意
識
と

運
動
行
動
」
の
四

論
文
を
掲
載
し
た
。

中
藤
副
会
長
か

ら
昨
年
、
長
野
県

佐
久
市
で
開
か
れ

た
「
第
14
回
日
本

余
暇
学
会
研
究
大

会
報
告
〈
余
暇
と

地
域
文
化
〉
」
が

報
告
さ
れ
た
。

特
集
は
「
余
暇

研
究
の
可
能
性

ア

ジ
ア
へ
の
発
信
、
ア

ジ
ア
か
ら
の
発
信
」

は
薗
田
会
長
か
ら

「
世
界
レ
ジ
ャ
ー
会

議
in
春
川
」
、
宮
入

恭
平
会
員
か
ら
ア
ジ

ア
各
国
と
の
共
同
研

究
へ
の
提
言
、
韓
国

の
余
暇
研
究
者
チ
ェ
・

ソ
ク
ホ
、
チ
ョ
ン
・

ヘ
ジ
ュ
ン
両
氏
か
ら

の
投
稿
を
掲
載
し
た
。

さ
ら
に
「
資
料
」

と
し
て
小
澤
考
人
会

員
に
よ
る
「
余
暇
・

レ
ジ
ャ
ー
研
究
」
に

関
す
る
洋
書
文
献
リ

ス
ト
を
掲
載
し
た
。

文
献
リ
ス
ト
は
五
つ

の
パ
ー
ト
に
分
類
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
15
号
の
投
稿
の

エ
ン
ト
リ
ー
は
七
月

末
、
原
稿
提
出
は
九

月
末
を
締
め
切
り
と

し
て
い
る
。
余
暇
学

研
究
投
稿
規
定
の
詳

細
は
「
余
暇
学
研
究

第
14
号
」
83
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
次
号
よ
り

浮
田
千
枝
子
編
集
委

員
が
編
集
委
員
長
の

就
任
予
定
で
あ
る
。
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こ
の
度
の
未
曽
有

の
大
災
害
、
地
震
・

津
波
に
原
発
事
故
の

三
打
撃
が
日
本
社
会

に
与
え
た
爪
痕
は
深

く
、
ま
た
広
い
。
地

震
と
津
波

は
天
災
だ

が
、
地
球

が
身
じ
ろ

ぎ
す
れ
ば

人
間
の
生

活
な
ど
木

端
微
塵
に

吹
き
飛
ん

で
し
ま
う

こ
と
を
改

め
て
認
識

さ
せ
ら
れ

た
。
原
発

事
故
は
間

違
い
な
く

人
災
で
、

専
門
家
と

称
す
る
人
々
が

居
丈
高
に
押
し
付
け

て
き
た
安
全
神
話
が

脆
く
も
崩
れ
た
。
三

･

一
一
を
経
た
わ
れ

わ
れ
は
、
復
旧
ど
こ

ろ
か
復
興
を
も

超
え
て
、
新
た

な
価
値
観
と
生

活
ス
タ
イ
ル
を

一
か
ら
創
り
直

す
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
追

求

し

て

き

た

「
余
暇
」
を
欠

か
せ
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
、
人

間
と
社
会
の
根

底
か
ら
の
問
い

直
し
を
目
指
さ

な
く
て
は
な
ら

な
い
。

〈
薗
田
〉

日
本
余
暇
学
会
ニ
ュ
ー
ス

発
行
所=

日
本
余
暇
学
会

発
行
人=

薗
田
碩
哉

発
行
日=

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日

第74号

日本余暇学会事務局
〒191-0016

日野市神明1-13-1

実践女子短期大学
生活福祉学科薗田研究室内

℡FAX 042-584-5428
e-mail

info@yokagakkai.jp
Home Page

http://www.yokagakk
ai.jp/
編集人:山田貴史

二
〇
一
一
年
度
の
学
会
運
営
方
針

震 災 後 の 社 会 づ く り に
余 暇 の 果 た す 役 割 を

追求

お
詫
び
と
訂
正

七
十
三
号

第
三
面
「
韓
国

マ
リ
ン
・
レ
ジ
ャ
ー
学
会
」

の
記
事
の
中
で
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

二
パ
ラ
グ
ラ
フ
三
行
目

「
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
」
→
「
立
ち

上
げ
ま
し
た
」

二
パ
ラ
グ
ラ
フ
六
行
目

「
が
決
ま
り
ま
し
た
」
→

「
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
」

*

日
韓
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
現

在
調
整
中
で
す
。

以
上
の
通
り
訂
正
し
、
関

係
者
の
皆
様
、
執
筆
者
の
宮

入
様
に
お
詫
び
し
ま
す
。

「
余
暇
学
研
究
第
14
号
」

発
刊
さ
れ
る
。

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
、

余
暇
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
こ
に
集
ま
る
若
者
た
ち
は
、

余
暇
産
業
が
提
供
す
る
「
遊

び
」
を
「
消
費
」
す
る
受
動

的
な
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き

た
。
メ
デ
ィ
ア
の
及
ぼ
す
影

響
を
実
験
や
調
査
に
よ
っ
て

実
証
し
よ
う
と
す
る
効
果
研

究
の
領
域
で
は
、
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
に
続
い
て
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
が
研
究
対
象
と
し
て
関
心

を
集
め
て
き
た
。
そ
の
底
流

に
は
、
シ
ャ
ノ
ン
＆
ウ
ィ
ー

バ
ー
が
唱
え
た
通
信
工
学
モ

デ
ル
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
流
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

余
暇
産
業
が
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
送
り
手
」
、
ゲ
ー
ム
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
情
報
の
「
受
け

手
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
送

り
手
が
流
す
情
報
に
受
け
手

は
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
図
式
を

基
盤
に
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
悪
影

響
論
が
強
力
な
言
説
と
し
て

浮
上
し
は
じ
め
た
の
は
、1

9
7

8

年
に
登
場
し
社
会
現
象
と
な
っ

た
『
ス
ペ
ー
ス
・
イ
ン
ベ
ー

ダ
ー
』
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
。

同
時
期
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

は
不
良
の
た
ま
り
場
と
さ
れ
、

1
9
8
5

年
に
風
営
適
正
化
法
の

対
象
と
な
っ
た
。
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
業
界
は
、
こ
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し

よ
う
と
画
策
し
て
き
た
が
、

常
に
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
悪
影
響

論
の
影
が
付
き

ま
と
う
。

し
か
し
、
果

た
し
て
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ

若
者
た
ち
は
、

た
ん
に
余
暇
産

業
の
送
り
出
す

情
報
を
受
け
と

る
だ
け
の
存
在

な
の
だ
ろ
う
か
。

効
果
研
究
は
文

化
・
遊
び
の
特

性
を
捨
象
し
て

し
ま
う
が
た
め

に
、
客
観
的
な

研
究
に
お
い
て

も
根
源
的
な
バ

イ
ア
ス
が
内
在

す
る
。
た
と
え
ば
、

社
会
に
と
っ
て
有

益
と
さ
れ
る
価
値

観
を
前
提
に
し
て

研
究
が
進
め
ら
れ

る
た
め
に
、
そ
の

価
値
観
に
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
は
簡
単

に
切
っ
て
捨
て
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
若
者
た

ち
の
文
化
や
遊
び
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て

み
る
と
、
異
な
る
様
相
が
浮

か
び
上
が
っ

て
く
る
。

本
書
は
、

フ
ィ
ー
ル

ド
・
ワ
ー

ク
に
よ
っ

て
若
者
の

つ
く
り
出

す
文
化
を

明
ら
か
に

し
、
現
代

社
会
に
つ

い
て
分
析

を
加
え
た

も
の
で
あ

る
。社

会
に

お
い
て
学

校
で
は
成

績
、
職
場
で
は
成
果
が
求
め

ら
れ
る
一
方
で
、
横
並
び
を

よ
し
と
す
る
価
値
観
の
な
か
、

若
者
た
ち
が
と
る
目
立
つ
振

る
舞
い
は
、
「
い
じ
め
」
の

対
象
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な

社
会
の
中
で
肩
を
す
く
め
る

若
者
た
ち
。
彼
（
女
）
ら
が

抱
え
る
問
題
に
目
を
背
け
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
問
題
の
所

在
を
転
化
し
て
い
く
社
会
構

造
の
背
後
に
は
何
が
あ
る
の

か
。
果
た
し
て
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
と
は
い
か
な
る
空
間

な
の
か
。

本
書
は
、
た
ん
な
る
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
研
究
で
は
な
く
、
そ
の
よ

う
な
「
場
」
か
ら
見
え
て
く

る
、
人
間
や
社
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考

察
し
た
文
化
研
究
で
あ
る
。
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加藤裕康
『ゲームセンター文化論

メディア社会の
コミュニケーション』

新泉社

新
入
会
員
紹
介

「レジャー・スタディーズ2011」研究会
緊急開催

3月１１日の「東日本大震災」を受け、様々なイベ
ントが自粛ムードの中、中止されました。

今、被災地では、わずかな休息すら惜しんで、復
旧、復興、そしてさらなる災害の発生に身を挺して
働いていらっしゃる方々数いることは事実です。こ

のような状況下、余暇は、まったく無力で不謹慎な
ものなのでしょうか。
今、私たちは何を考え、何を実践し、余暇と社会

のあり方をどのように考えていくべきでしょうか。
3.11後の余暇について様々な意見を会員間で意見

を交換しませんか。

4月28日、研究会の開催を急遽、決定しました。し
かし現時点では、場所、時間などは未定です。ご興

味ある方は、ホームページにご注目ください。



【
一
月
】

20
日

09
年
度
外
食
売
上
高

六
年
ぶ
り
減
少
、
前
年
比
一
・

五
%
マ
イ
ナ
ス

27
日

映
画
「
ア
バ
タ
ー
」

世
界
興
行
収
入
で
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
超
え
る
約
一
六
七
〇
億
円

28
日
学
校
外
活
動
費
は
控
え

気
味
「
高
校
生
の
塾
・
稽
古

費
」
で
減
少

【
二
月
】

4
日

大
相
撲
・
朝
青
龍
引

退12
日

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季

五
輪
開
幕
テ
ー
マ
は
「
環
境

五
輪
」

エ
イ
チ
ア
イ
エ
ス
が
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
支
援
を
決
定

20
日

ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
寺

島
し
の
ぶ
最

優
秀
女
優
賞

【
三
月
】

7
日

ア
メ

リ
カ
八
二
回
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
「
ハ
ー
ト
ロ
ッ

カ
ー
」
六
冠

12
日

バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

16
日

サ
ー
ビ
ス
業
顧
客
満

足
度
調
査
結
果
発
表

一
位

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド

二
位

EC
カ
レ
ン
ト

三
位
あ
き
ん
ど
ス
シ
ロ
ー

【
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協

議
会
】

24
日

講
談
社
、
小
学
館
、

中
央
公
論
新
社
な
ど
、
日
本

電
子
書
籍
出
版
社
協
会
設
立

【
四
月
】

３
日

選
抜
高
校
野
球

興

南
高
校
優
勝

23
日

「
日
本
女
子
プ
ロ
野

球
リ
ー
グ
開
幕
」

27
日

内
閣
府
幸
福
度
意
識

調
査

幸
福
度
は
六
・
五
点

【
十
点
満
点
】

28
日

子
ど
も
手
当
使
い
途

調
査
「
子
ど
も
の
た
め
の
貯

蓄
43
%
【
内
閣
府
】

【
五
月
】

13
日

日
本
体
育
協
会
新
会

長
に
ト
ヨ
タ
会
長
張
氏

28
日
i-

Ｐ
ａ
ｄ
発
売
、
銀

座
に
行
列
一
二
〇
〇
人

4
日

子
ど
も
の
人
口
29
年

連
続
で
減
少
、
全
体
の
13
%

【
六
月
】

11
日

第
19
回
サ
ッ
カ
ー
W

杯

南
ア
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ

で
開
幕

22
日

太
地
町
の
イ
ル
カ
漁

を
取
り
上
げ
た
映
画
「
ザ
・

コ
ー
プ
」
公
開
決
定

28
日

「
高
速
道
路
無
料

化
」
」
社
会
実
験
開
始

【
七
月
】

8
日

電
子
書
籍
に
ド
コ

モ
参
入
の
意
向

12
日

サ
ッ
カ
ーW

杯

ス
ペ
イ
ン
が
優
勝

17
日

成
田
ス
カ
イ
ア
ク

セ
ス
開
業

【
八
月
】

22
日

全
国
高
校
野
球

沖
縄
・
興
南
春
夏
連
覇

23
日

中
国
杭
州
で
日
中

韓
第
五
回
観
光
担
当
相
会

議参
加
国
相
互
訪
問
者
を
五

年
で
二
六
〇
〇
万
人
に

25

日

マ

イ

カ

ー

普

及

台

数

四

年

連

続

減

少
【
三
月
末

時
点
】

30
日

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
監
督
誕
生

【
九
月
】

18
日

白
鳳
54
連
勝
で
千
代

の
富
士
抜
く

20
日

Ｂ
１
（
Ｂ
級
グ
ル
メ
）

グ
ラ
ン
プ
リ
厚
木
に
43
万
人

「
甲
府
モ
ツ
煮
」
が
征
す

22
日

マ
レ
ー
シ
ア
Ｌ
Ｃ
Ｃ

が
羽
田
～
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
就
航
発
表
、
片
道
五
千

円
あ
ま
り
【
12
月
よ
り
】

【
十
月
】

6
日

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト

佐
渡
鉱
山
、
仁
徳
天
皇

陵
追
加

21
日

平
塚
競
輪
チ
ャ
リ
ロ

ト
払
戻
金
「
九
億
五
九
八
万

七
千
四
百
円
」
国
内
く
じ
史

上
最
高

【
十
一
月
】

7
日

千
葉
ロ
ッ
テ
リ
ー
グ

三
位
か
ら
日
本
シ
リ
ー
ズ
優

勝15
日

白
鳳
連
勝
記

録
63
で
ス
ト
ッ
プ

【
十
二
月
】

2
日

二
〇
二
二

サ
ッ
カ
ー
W
杯
カ
タ
ー

ル
で
開
催
決
定

4
日

東
北
新
幹
線

全
線
開
業

東
京
か

ら
新
青
森
三
時
間
二

〇
分

15
日
水
嶋
ヒ
ロ
「
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
」
発

売
、
発
行
部
数
43
万
部
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二
〇
一
〇
年

余
暇
ニ
ュ
ー
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会費納入のお願い
平成20年度～平成23年度の会費

未納の方に請求書を同封してい
ます。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円

学生会員5,000円

＊余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

第60回日本余暇学会

日：3月29日（金火曜日） 会場：四ツ谷

参加者:薗田会長、辰巳、高橋、宮入、山田各理事

議題

①第15回 研究学会大会について（提案：薗田会長）

１、日時：候補日 10月8,9日または、10月15,16日

会場：実践女子短期大学（日野市神明町）

テーマ：「余暇と新しい公共」（仮テーマ）

大会委員長：薗田会長 大会委員：中藤理事、辰巳

２、具体的内容検討へのスケジュール

②「レジャー・スタディーズ2011」研究会の運営について

③今後の学会組織のあり方について（提案：事務局辰巳）

１、ツーリズム学会の申し入れの説明

２、「日本余暇学会」「ツーリズム学会」の連携あるいは統合

等の可能性の検討

④学会国際交流 韓国との共同シンポジウムについて（担当：

宮入理事）

１、共同シンポジウムの具体的内容の説明

２、参加者について

⑤本年度決算報告（経過報告）来年度の予算について（事務局）

⑥日本余暇学会2011-2012 理事の選任（提案：薗田会長）

⑦ その他

1.学会ホームページについて

2.観光学会との合同大会について

3.編集委員の交代について
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「ツーリズム学会」ほか他学会との連携
あるいは統合等の可能性の検討

日本余暇学会では、2008年度には「ワーク・ライフ・バランス」をテーマに「ライフビジョ
ン学会」と研究会を開催、また2009年度からは観光系諸学会との合同大会に参加、2010年度に

は「ツーリズム学会」と共同で研究大会を開催するなど、他学会との交流を深めてきた。この
たび、「ツーリズム学会（学術団体登録なし）」からの申し出により、両学会の連携あるいは
統合の可能性について具体的に検討することとなり、本年度の取り組むべき課題の一つとして、

その検討プロセスが理事会で承認された。
「ツーリズム学会」は、日本観光学会、日本観光研究学会、日本国際観光学会、総合観光学
会など観光系学会が林立するなかで、規模の点などを考慮すると、事務局維持や独自色を出だ

すことが難しくなったこと、「ビジネスとしての観光」「地域社会の課題としての観光」だけ
でなく「文化現象としての観光」にも今後研究の幅を広げていきたいなどの点から、我が学会
へ連携あるいは統合についてアプローチしてきた。

ツーリズム学会の連携あるいは統合等の可能性の検討に関して、現在、「双方の学会情報の
交換」「検討開始のための各学会理事会への提案と承認」まで進んでいる。今後は以下のプロ

セスで進めていくことになる。

１、「連携あるいは統合等」の可能性に向けての積極的対話

・研究会の交流（2010年度より実施）
2011年度大会の合同開催の可能性を検討中

２、双方の学会内での会員向けアンケート

・研究交流の評価
・「連携あるいは統合等」のメリット・デメリットの検討
・今後の関係（連携強化/統合・合併/上部組織とブランチ/ /独自路線など）を検討

３、理事会、総会での「連携あるいは統合等」への協議の承認
４、「連携あるいは統合等」に関する合意事項の確認、今後の具体的検討

○これら一連の検討には期限を設ける（2011年度内を目安）

我が学会としては、ツーリズム学会に限らず、近い研究分野の他学会との連携あるいは統合

等の可能性についても、同時に検討していきたいと考えている。正式なアンケート調査は後日
行うが、学会の今後の在り方も含めて、皆さんから忌憚なきご意見をお寄せ頂きたい。

「ツーリズム学会」とは（学会情報交換回答より）
他の観光系諸学会と比較して、ツーリズム学会はもともと他学会や諸外国の学会との交流に積
極的になってゆくという方向性を志向している。また、他学問領域との交流に対する志向も強

く、学際性の強い観光学の展開に軸足を置いていると言えよう。個別研究の方向性としては、
いわゆる「観光学」はもちろんだが、「ホテル経営学」、「航空経営論」、「管理会計学」、

「地域政策学」、「ホスピタリティ・マネジメント」といったさまざまなアプローチがなされ
ている。さらに、シンポジウムの開催においても、「音楽」、「落語」、「地方行政」といっ
た視点からのアプローチも試みるなど、多面的な把握に取り組み、いわば「観光のフロンティ

ア」の領域を探求している。
研究分野：人文・社会科学・経営学（現在のところ、学術団体登録なし）
会員数：129名

ホームページ：http://www.tour-ism.net/
（事務局 辰巳厚子）


